
 

皮膚科学の進歩に寄与する研究報告書 

 

リノール酸とセラミドの関係：皮膚バリア機能 
 
完全に密着した形態学的な特徴とモノの出入りをコントロールする透

過性バリアとしての機能を合わせもつ皮膚バリア機能とは、皮膚の最

外層である角質層において、その構成物質である角質細胞と細胞間

脂質がバランスよく存在することが、皮膚バリア機能を最大限に発揮

させるために重要です。 

 

乾燥した角質細胞が整列し、皮膚の表面を形成します。細胞間を

埋める脂質層が様々な刺激や物質の侵入を防いだり、体内の水分が

体外へ蒸散していくのを防いだりする、物質の透過調節を行います。 

 

細胞間を埋める脂質層がモノの出入りをコントロールする透過性バリ
アとしての働きをするには、セラミドがリノール酸と結合してアシルセラ

ミドを形成する、この組み合わせが不可欠です。 

 
セラミドは細胞間脂質として水分保持や柔軟性を提供しますが、物理的な

接着力を強化する、透過性の役割はありません。 

 

セラミドがリノール酸と結合してアシルセラミドを形成することで、以下

のような特別な能力を持ちます： 

 
• 共有結合の形成:セラミドはリノール酸と結合してアシルセラミドを

形成することで、角質細胞膜と強固に結びつき、皮膚バリア機

能を最大限に発揮します。 

• 透過性のあるバリア機能の強化 : 細胞間を埋める脂質層が
様々な刺激や物質の侵入を防いだり、体内の水分が体外へ

蒸散していくのを防いだりする、物質の透過調節を行いま

す。 

 

リノール酸を塗布することでセラミドと結合し、アシルセラミドの生成を促進

し、皮膚バリア機能を強化します。特に、アシルセラミドが不足している場

合（例えばアトピー性皮膚炎など）、リノール酸の補給が有効であるとされ

ています。 

 

このように、リノール酸は皮膚バリア機能の形成において特別な役割を果

たしており、セラミド単体ではモノの出入りをコントロールする透過性バ

リアとしての機能を完全に代替することはできないのです。 

 
参考文献: AIアシスタントとの情報作成協業（2025年 4月 7日作成） 



 

 

1. 角質層の役割 

角質層は皮膚の最外層に位置し、「煉瓦とモルタル」の構造に例え

られます。角質細胞が「煉瓦」、細胞間脂質（セラミド、コレステロー

ル、脂肪酸など）が「モルタル」として機能し、この組み合わせが物

理的な強度とバリア機能を維持します。 

 

• 煉瓦（角質細胞）: 乾燥した角質細胞が整列し、皮膚の表

面を形成。 

• モルタル（細胞間脂質）: 細胞間を埋める脂質層が様々な
刺激や物質の侵入を防いだり、体内の水分が体外へ蒸散して

いくのを防いだりする、物質の透過調節を行います。 

 

2. モノの出入りをコントロールする透過性バリア機能 

この透過性バリアは以下のような重要な役割を果たします： 

• 外部からの侵入の防御: 細菌、アレルゲン、化学物質など

の異物が体内に侵入することを防ぎます。 

• 水分蒸散の防止: 内部の水分を保持することで、乾燥やト

ラブルを予防します。 

• 刺激への耐性: 紫外線や物理的刺激から肌を保護。 

 

3. バランスの重要性 

角質細胞と細胞間脂質が適切なバランスで存在していることが、皮

膚バリア機能を最大限に発揮させるために重要です。脂質が不足

すると、皮膚バリアは脆弱になり、乾燥や刺激によるダメージが発

生しやすくなります。 

 

4. 補足点 

• アシルセラミドの重要性: 細胞間脂質の中でも、角質層の

密着を促進し、皮膚バリアを強化するアシルセラミドが特に

注目されています。 

• ケアのポイント: 適切なスキンケアで細胞間脂質（特にセラ

ミド）を補充することが、バリア機能の維持に有効です。 

 



 

 

リノール酸塗布の意義 
 
完全に密着した形態学的な特徴とモノの出入りをコントロールする透過性

バリアとしての機能を合わせもつ皮膚バリア機能とは、皮膚の最外層であ

る角質層において、その構成物質である角質細胞と細胞間脂質がバラン

スよく存在することで、様々な刺激や物質の侵入を防いだり、体内の水分

が体外へ蒸散していくのを防いだりする透過性バリア機能のことをいいま

す。 

 

リノール酸の塗布が重要である理由、そしてアシルセラミドが特別な役割

を果たす理由を以下に整理します： 

 

1. リノール酸の役割 

リノール酸はセラミドと結合することでアシルセラミドを形成し、アシルセラ

ミドの構造において不可欠な成分です。アシルセラミドは、リノール酸を含

む特殊な脂質であり、角質層の細胞膜（CE: Cornified Cell Envelope）と共

有結合することで、この脂質の層が「透過性バリア」の機能を果たし、外部

からの異物侵入や内部の水分蒸散を防ぎます。皮膚バリアを強化しま

す。 

 

リノール酸が含まれることで、アシルセラミドは以下のような特性を持ちま

す： 

• 共有結合の形成: アシルセラミドはリノール酸を含むことで、角質

細胞膜と強固に結びつき、物理的なバリアを形成します。 

• バリア機能の強化: 外部からの異物侵入を防ぎ、内部の水分保

持を助けます。 

• 透過性のバリア形成:角質層の透過性バリアを形成するための特

別な能力を持っています。 

 

2. セラミド塗布ではなぜ不十分か 

セラミドは細胞間脂質として重要な役割を果たしますが、アシルセラミドの

ように角質細胞膜と共有結合する能力はありません。 

 

。そのため、以下の点でアシルセラミドが優れています： 

• 構造的な強度: セラミドは細胞間脂質として水分保持や柔軟性を

提供しますが、物理的な接着力を強化する、透過性の役割はなく、

その役割はアシルセラミドに特化しています。 

• バリア形成の特異性: アシルセラミドはリノール酸を含むことで、

角質層の透過性バリアを形成するための特別な能力を持ってい

ます。 

 

3. リノール酸塗布の意義 

リノール酸を塗布することで、アシルセラミドの生成を促進し、皮膚バリア

機能を強化する可能性があります。特に、アシルセラミドが不足している

場合（例えばアトピー性皮膚炎など）、リノール酸の補給が有効であるとさ

れています。 

 

このように、リノール酸とアシルセラミドは皮膚バリア機能の形成において

特別な役割を果たしており、セラミド単体ではその効果を完全に代替する

ことは難しいのです。 

 



 

 



 

 

具体的な意味と構造 

1. 角質細胞同士の密着 角質層内では、角質細胞（角化した

細胞）が互いに密接に結びついています。この接着は、細

胞膜内部の構造（CE: Cornified Cell Envelope）と細胞間脂

質（特にセラミドやアシルセラミド）が共有結合を持つことで

実現されます。この結果、細胞同士の隙間がなくなり、皮膚

の「完全な密着性」が生まれます。 

2. 細胞間脂質の役割 細胞間には脂質（主にセラミド）が充填

されており、これらが接着剤のような働きをして角質細胞間

の結合を強化します。また、この脂質の層が「透過性バリ

ア」の機能を果たし、外部からの異物侵入や内部の水分蒸

散を防ぎます。 

3. 形態学的な特徴 角質層は「煉瓦とモルタル」のような構造

に例えられます。角質細胞が煉瓦、細胞間脂質がモルタル

として機能し、隙間のない強固なバリアを形成します。この

構造は、物理的に外部刺激を遮断する非常に重要な役割

を担っています。 

 

皮膚バリアとしての機能との結びつき 

この「密着性」が高い形態学的特徴のおかげで、皮膚は外的刺激

（微生物や汚染物質など）を防ぎ、内側の水分を保持する透過性バ

リアとしての役割を果たします。この構造が損なわれると、肌が乾

燥したり、炎症が起きやすくなるなどの問題が発生します。 

「完全に密着した形態学的特徴」は、皮膚が正常に働き、健康を保

つ上で欠かせない基盤といえます。 

 



 

 
海の森含有のリノール酸のバリア機能改善とは、単体塗布するバリア

機能増強で様々な刺激や物質の侵入を防いだり、体内の水分が体外

へ蒸散していくのを防いだりする皮膚バリア機能を高める作用です。 

 

例えばヒト型セラミドなどのセラミドのバリア機能改善とは、皮膚バリア

機能増強ではなく、いったん表皮に取り込まれた後に表皮の代謝系に

何らかの影響を及ぼし、角質層が形成される過程で再び細胞間脂質

として供給され、つまり皮膚内部からセラミドを増やすことで皮膚保湿・

保水機能を高める作用です。 

 

皮膚内部からセラミドを増やす（セラミド合成促進）ことで皮膚保湿・保

水機能を高める作用のある成分は、ヒト型セラミド以外にもたくさんあ

ります。 
⚫ L-オキシプロリン 
⚫ N-アセチル-L-ヒドロキシプロリン 
⚫ アセチルヒドロキシプロリン 
⚫ アンズ種子エキス 
⚫ イザヨイバラエキス 
⚫ ウスバサイシン根茎/根エキス 
⚫ ウンシュウミカン果皮エキス 
⚫ オウバクエキス 
⚫ オウレン根エキス 
⚫ カッコンエキス 
⚫ キハダ樹皮エキス 
などなど 

 

バリア改善成分とは、 

1. 細胞間脂質の増強 

細胞間脂質の増強は、細胞間脂質を単体または複数塗布するこ

とで皮膚バリア機能を高める作用ですが、例えばセラミドは物理

化学的な一過性のバリア機能増強ではなく、いったん表皮に取り

込まれた後に表皮の代謝系に何らかの影響を及ぼし、角質層が

形成される過程で再び細胞間脂質として供給されバリア機能を改

善していると考えられています。 

2. セラミド産生促進作用 

植物抽出物などの中にはセラミドの産生を促進する成分も複数見

出されており、皮膚内部からセラミドを増やすことで、最適なバラ

ンスの細胞間脂質を形成します。 

3. 細胞間の接着強化 

細胞間の接着を強化することで細胞同士のエネルギーや栄養の

伝達がスムーズとなり、またバリア機能の強化・水分保持にもつ

ながります。細胞間の接着ポイントとして角質は、角質と細胞間脂

質の接着があり、角質の最外層には細胞膜が存在し、細胞膜の

内側には周辺帯（cornified Sell envelope:CE）と呼ばれる強靭な構

造の不溶性タンパクの膜が角質細胞を包んでいますが、細胞間

脂質のひとつであるセラミドと CE構成タンパクが共有結合するこ

とで、角質と細胞間脂質が強固に接着され、その結果としてバリ

ア機能が強固なものになります。 
参考文献: AIアシスタントとの情報作成協業（2025年 4月 1日作成） 

 

 

セラミドとアシルセラミドの役割 

• セラミドは細胞間脂質の主要な構成要素であり、肌のバリア



 

機能の維持、水分保持、外部刺激からの保護に寄与していま

す。 

• アシルセラミド（脂肪酸が結合した特殊なセラミド）は、特に角

質層の最外層における重要な役割を果たします。このアシル

セラミドは、CE（角質細胞周辺帯）と共有結合することで、角質

細胞間の接着力を強化します。 

接着強化の意義 

1. バリア機能の向上 アシルセラミドと CE の共有結合により、物

理的な接着が強化され、肌のバリア機能が非常に強固になり

ます。 

2. 水分保持 強力な接着により、肌内部の水分が保持され、乾

燥を防ぎます。 

3. エネルギーと栄養の伝達効率化 細胞間の接着がスムーズに

なることで、周辺環境における栄養やエネルギーのやり取りが

効率化されます。 

 


